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は
じ
め
に

　

寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
の
後
水
尾
天
皇
（
一
五
九
六
～
一
六
八
〇
）
行
幸
を
前
に
行
わ

れ
た
改
修
に
伴
い
、
二
条
城
二
の
丸
御
殿
（
以
下
、
御
殿
）
の
中
に
は
、
狩
野
探
幽
（
一
六
〇
二

～
七
四
）を
筆
頭
と
す
る
狩
野
派
の
絵
師
た
ち
に
よ
っ
て
障
壁
画
が
制
作
さ
れ
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
約
四
〇
〇
年
を
経
た
現
在
、
御
殿
内
に
残
さ
れ
る
障
壁
画
は
、
こ
の
寛
永
期
の
も
の

だ
け
で
は
な
い
。
寛
永
期
制
作
の
障
壁
画
は
、
室
内
の
建
具
や
壁
、
天
井
の
貼
付
と
廊
下
の

杉
戸
絵
が
残
り
（
1
）
、
廊
下
等
の
天
井
や
建
具
、
壁
に
は
、
明
治
期
に
、
当
時
の
京
都
画

壇
の
画
家
た
ち
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
障
壁
画
が
現
存
し
て
い
る
（
2
）
。

　

こ
れ
ら
の
障
壁
画
が
、
明
治
三
十
一
年
か
ら
三
十
五
年
（
一
八
九
八
～
一
九
〇
三
）
に
か

け
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
徳
川
幕
府
の
建
て
た
二
条
城
の
御
殿
を
、
天
皇
の
離
宮
と

し
て
相
応
し
い
空
間
に
改
修
す
る
意
図
に
基
づ
く
こ
と
は
、
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
（
3
）
。
し
か
し
、
現
在
ま
で
、
こ
れ
ら
明
治
期
障
壁
画
の
場
所
、
形
状
、
面
数
、

技
法
や
意
匠
等
の
基
本
情
報
が
公
開
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
制
作
者
に
つ
い
て
も
、
詳
し
く

紹
介
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
本
稿
で
は
、
最
初
に
こ
れ
ら
の
形
状
、
面
数
、
制
作
技
法
や
意

匠
に
つ
い
て
、
表
と
図
版
を
用
い
て
紹
介
す
る
。
次
に
、
先
行
研
究
を
参
照
し
な
が
ら
制
作

の
経
緯
と
制
作
者
達
に
つ
い
て
述
べ
、
今
後
の
課
題
を
挙
げ
て
、
こ
れ
ら
明
治
期
障
壁
画
研

究
の
第
一
歩
と
し
た
い
。

　

一 

作
品
の
概
要

　　

明
治
期
障
壁
画
に
つ
い
て
、
御
殿
を
構
成
す
る
棟
ご
と
に
、
位
置
、
形
状
、
面
数
を
示
し

た
も
の
が
表
1
で
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
と
図
版
を
参
照
し
つ
つ
、
最
初
に
垂
直
面
で
あ
る

長
押
上
貼
付
と
戸
襖
を
、
次
に
水
平
面
で
あ
る
天
井
画
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

ま
ず
、
御
殿
の
車
寄
せ
が
付
属
す
る
〈
遠
侍
〉
に
は
、
南
、
西
、
北
廊
下
の
部
屋
側
の
長

押
上
の
小
壁
の
貼
付
（
図
1
・
口
絵
3
）
に
四
六
面
、
廊
下
と
外
縁
の
仕
切
り
と
な
る
戸
襖

（
図
2
）
に
三
〇
面
、
そ
し
て
北
廊
下
の
み
、
外
側
と
の
境
と
な
る
壁
一
面
に
障
壁
画
が
あ

る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
素
地
に
金
属
箔
の
砂
子
を
蒔
い
て
雲
形
を
象
り
、
素
地
部
分

は
金
泥
引
き
と
な
っ
て
い
る
。
雲
形
の
色
は
、
金
色
と
、
濃
淡
二
種
類
の
灰
色
の
箔
が
見
え

る
。
金
色
は
金
箔
、
濃
い
灰
色
は
銀
箔
、
白
味
の
強
い
灰
色
は
プ
ラ
チ
ナ
箔
か
と
考
え
ら
れ

る
が
、
実
際
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
金
属
が
用
い
ら
れ
た
の
か
、
今
後
、
科
学
的
な
調
査
が

必
要
で
あ
る
。

　

〈
遠
侍
〉
の
北
西
に
繋
が
る
〈
式
台
〉
は
、
南
、
西
廊
下
に
長
押
上
貼
付
（
図
3
・
口
絵

4
）
が
一
〇
面
あ
り
、
〈
遠
侍
〉
と
同
様
、
三
色
の
箔
を
用
い
た
砂
子
に
よ
っ
て
雲
形
が
表

さ
れ
る
が
、
雲
形
の
中
に
大
小
様
々
な
方
形
や
細
長
い
切
箔
が
あ
し
ら
わ
れ
る
点
、
霞
が
棚

引
い
て
い
る
点
は
異
な
る
。
北
廊
下
に
の
み
配
置
さ
れ
る
戸
襖
（
図
4
）
一
〇
面
は
、
金
銀

の
砂
子
を
山
の
稜
線
の
外
側
に
蒔
き
、
形
を
素
地
で
残
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
連
な
る
山
々
を

表
し
て
い
る
。

 

〈
式
台
〉
の
北
西
に
あ
る
〈
大
広
間
〉
は
、
南
、
西
、
北
、
東
の
廊
下
す
べ
て
に
長
押
上

貼
付
（
図
5
・
口
絵
5
）
が
あ
り
、
合
計
三
九
面
を
数
え
る
。
こ
れ
ら
も
ま
た
、
三
種
類
の

箔
の
砂
子
に
よ
っ
て
雲
形
と
霞
が
表
さ
れ
、
大
小
の
方
形
、
細
長
い
切
箔
が
雲
形
の
中
に
あ

し
ら
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
加
え
、
胡
粉
の
盛
り
上
げ
に
よ
っ
て
波
文
様
が
象
ら
れ
て
い
る
の

は
、
〈
大
広
間
〉
だ
け
の
特
徴
で
あ
る
。
東
廊
下
に
の
み
配
置
さ
れ
る
戸
襖
（
図
6
）
一
四

面
は
、
二
種
類
の
箔
の
砂
子
に
よ
っ
て
、
画
面
中
央
に
楕
円
形
を
描
き
、
そ
の
上
下
に
細
く

棚
引
く
霞
を
配
し
、
さ
ら
に
そ
の
外
側
、
画
面
の
上
下
に
雲
形
を
描
く
。
雲
形
の
中
に
は
大

小
の
方
形
の
切
箔
を
散
ら
し
、
長
押
上
貼
付
と
の
共
通
が
図
ら
れ
る
。

 

こ
の
〈
大
広
間
〉
と
〈
黒
書
院
〉
を
つ
な
ぐ
廊
下
は
〈
蘇
鉄
の
間
〉
と
呼
ば
れ
、
寛
永

期
の
障
壁
画
に
は
蘇
鉄
や
棕
櫚
が
描
か
れ
て
い
た
。
こ
の
〈
蘇
鉄
の
間
〉
の
長
押
上
の
小
壁

二
一
面
と
長
押
下
の
壁
一
四
面
及
び
戸
襖
一
〇
面
は
、
現
状
、
総
金
地
の
貼
付
で
あ
る
が
、

【
作
品
紹
介
】
二
の
丸
御
殿
の
明
治
期
障
壁
画
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い
つ
の
時
点
か
ら
こ
の
状
態
に
な
っ
た
か
は
分
か
ら
ず
、
調
査
が
必
要
で
あ
る
が
、
明
治
期

の
施
工
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
根
拠
も
な
い
た
め
、
今
回
は
暫
定
的
に
明
治
期
障
壁
画
と

し
て
表
1
に
記
し
た
。

　

〈
黒
書
院
〉
の
廊
下
障
壁
画
は
、
南
、
西
、
北
廊
下
と
、
東
廊
下
で
意
匠
が
異
な
る
。
こ

の
東
廊
下
は
、
現
在
「
牡
丹
の
間
」
と
呼
ば
れ
、
廊
下
と
部
屋
境
の
襖
に
は
、
部
屋
内
だ
け

で
な
く
廊
下
側
に
も
障
壁
画
が
描
か
れ
て
お
り
、
廊
下
と
し
て
は
例
外
的
な
仕
様
と
な
っ
て

い
る
。
南
、
西
、
北
廊
下
の
長
押
上
貼
付
（
図
7
・
口
絵
6
）
二
七
面
は
、
金
銀
の
砂
子
に

よ
る
霞
が
た
な
び
い
て
い
る
が
、
霞
と
霞
の
間
に
、
金
銀
箔
と
胡
粉
等
の
顔
料
で
桜
を
描
く

点
に
特
徴
が
あ
る
。
他
方
、
東
廊
下
の
長
押
上
貼
付
（
図
8
・
口
絵
7
）
一
八
面
は
、
南
、
西
、

北
と
は
大
き
く
趣
が
異
な
り
、
画
面
に
充
填
的
に
金
砂
子
を
蒔
き
、
輪
郭
を
蒔
き
残
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
重
層
す
る
雲
形
が
表
さ
れ
る
。
雲
形
の
一
部
に
は
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
方
形
の

切
箔
や
細
長
い
切
箔
が
配
さ
れ
て
い
る
。

　

御
殿
の
最
も
奥
に
位
置
し
、〈
黒
書
院
〉
と
渡
り
廊
下
で
つ
な
が
る
〈
白
書
院
〉
は
、
南
、
西
、

北
、
東
の
廊
下
に
長
押
上
貼
付
（
図
9
・
口
絵
8
）
が
全
部
で
三
八
面
あ
る
。
三
色
の
金
属

箔
の
砂
子
が
蒔
か
れ
て
お
り
、
画
面
の
中
央
付
近
に
は
連
な
る
山
々
が
、
画
面
の
上
下
に
は

不
定
形
な
雲
形
が
表
さ
れ
、
余
白
と
な
る
素
地
に
は
、
横
方
向
に
金
泥
が
引
か
れ
て
い
る
。〈
白

書
院
〉
廊
下
の
南
東
角
に
接
続
す
る
付
属
の
間
（
指
出
の
間
）
は
、
室
内
す
べ
て
の
障
壁
画
（
壁

八
面
、
長
押
上
貼
付
一
二
面
、
戸
襖
四
面
、
天
井
画
三
六
面
）
が
明
治
期
制
作
の
も
の
で
あ
り
、

素
地
に
金
銀
の
砂
子
を
蒔
き
、
楕
円
形
の
雲
を
画
面
全
体
に
配
す
る
意
匠
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
垂
直
面
の
障
壁
画
を
概
観
す
る
と
、
全
体
に
金
銀
箔
の
砂
子
と
切
箔
を
用
い
た
雲

や
霞
等
の
表
現
を
基
調
と
し
、
切
箔
や
盛
り
上
げ
胡
粉
等
の
制
作
技
法
や
、
山
や
桜
、
波
文

様
等
、
モ
チ
ー
フ
の
選
択
に
よ
っ
て
変
化
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
に
よ
っ
て
、
こ

れ
ら
の
意
匠
は
、
厳
島
神
社
の
《
平
家
納
経
》
を
参
照
し
て
制
作
さ
れ
た
明
治
宮
殿
の
室
内

装
飾
に
共
通
性
が
あ
る
こ
と
（
4
）
、
〈
黒
書
院
〉
の
長
押
上
貼
付
は
、
一
の
間
・
二
の
間
の

部
屋
内
障
壁
画
《
桜
下
雉
子
図
》
に
合
わ
せ
、
〈
白
書
院
〉
の
長
押
上
貼
付
も
ま
た
、
一
の

間
か
ら
三
の
間
の
部
屋
内
障
壁
画
《
西
湖
図
》
と
《
山
水
人
物
図
》
に
合
わ
せ
て
モ
チ
ー
フ

が
選
択
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
5
）
。
改
め
て
、
〈
遠
侍
〉
、
〈
式
台
〉
、
〈
大

広
間
〉
の
長
押
上
貼
付
に
用
い
ら
れ
た
技
法
と
意
匠
に
注
目
す
る
と
、
〈
遠
侍
〉
は
最
も
シ

ン
プ
ル
で
、
砂
子
を
蒔
い
て
雲
を
描
き
、
金
泥
を
引
く
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
、
〈
式
台
〉

で
は
、
砂
子
の
雲
に
大
小
の
切
箔
と
霞
が
加
わ
り
、
〈
大
広
間
〉
で
は
、
そ
れ
ら
に
加
え
て
、

盛
り
上
げ
胡
粉
の
波
文
様
が
描
か
れ
て
お
り
、
段
階
的
に
モ
チ
ー
フ
と
描
画
技
法
の
種
類
が

増
え
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
〈
遠
侍
〉
は
昇
殿
者
の
控
え
の
場
、
〈
式
台
〉
は
老
中
と
昇

殿
者
の
挨
拶
の
場
、
〈
大
広
間
〉
は
将
軍
と
昇
殿
者
の
対
面
の
場
と
し
て
使
わ
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
廊
下
障
壁
画
の
モ
チ
ー
フ
及
び
描
画
技
法
が
、
こ
う
し
た
、
現
在
想
定
さ
れ

て
い
る
棟
の
格
式
を
考
慮
し
て
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
、
明
治
期
に
お
け
る
御
殿
の
各
棟
に

対
す
る
認
識
を
反
映
す
る
も
の
と
思
わ
れ
興
味
深
い
。
〈
黒
書
院
〉
で
南
、
西
、
北
廊
下
と

東
廊
下
の
意
匠
が
異
な
る
の
も
、
東
廊
下
が
、
部
屋
内
に
準
じ
る
場
で
あ
る
（
6
）

こ
と
を

認
識
し
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
天
井
画
に
つ
い
て
述
べ
る
。
〈
遠
侍
〉
の
天
井
画
は
、
南
、
西
、
北
の
廊
下
に
、

計
二
二
三
面
あ
り
、
文
様
は
一
種
類
（
図
10
）
で
、
胡
粉
と
思
わ
れ
る
白
色
顔
料
を
地
に
青

系
一
色
と
赤
系
の
濃
淡
二
色
の
顔
料
を
用
い
て
、
唐
花
文
様
を
画
面
の
中
心
と
四
隅
に
描
く
。

〈
式
台
〉
の
天
井
画
（
図
11
・
口
絵
9
）
は
、
南
・
西
廊
下
に
計
一
〇
〇
面
が
あ
る
。
臙
脂

色
の
地
に
二
種
類
の
箔
で
唐
花
文
様
を
表
す
。
画
面
中
央
は
金
箔
、
四
隅
は
プ
ラ
チ
ナ
箔
か

と
思
わ
れ
る
白
味
の
強
い
箔
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
〈
大
広
間
〉
は
、
南
、
西
、
北
、
東
の

廊
下
に
天
井
画
二
三
七
面
が
あ
る
。
文
様
は
二
種
類
あ
り
、
一
つ
（
図
12
・
口
絵
10
）
は
、

金
泥
引
き
の
地
に
、
画
面
中
央
に
、
青
系
と
緑
系
の
顔
料
を
中
心
に
着
彩
さ
れ
た
六
弁
の
唐

花
一
つ
を
配
す
る
。
も
う
一
つ
（
図
13
・
口
絵
11
）
は
、
金
泥
引
き
と
緑
系
の
絵
具
を
交
互

に
配
し
た
市
松
文
様
の
地
に
、
緑
、
赤
、
青
系
の
顔
料
で
絡
み
合
う
唐
草
を
中
央
に
描
く
。

こ
れ
ら
二
つ
の
文
様
の
天
井
画
は
、
現
地
で
交
互
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
〈
蘇
鉄
の
間
〉
の

天
井
画
（
図
14
）
は
一
〇
八
面
あ
り
、
文
様
は
、
画
面
中
央
に
一
つ
、
五
弁
の
唐
花
を
暖
色

系
の
顔
料
で
描
き
、
そ
の
周
囲
に
葉
と
茎
を
緑
色
系
の
顔
料
で
描
く
。
〈
黒
書
院
〉
の
天
井

画
は
、
長
押
上
貼
付
と
同
様
に
南
、
西
、
北
廊
下
と
東
廊
下
で
意
匠
が
異
な
る
。
南
、
西
、

北
廊
下
の
天
井
画
（
図
15
・
口
絵
12
）
は
、
合
計
一
七
四
面
あ
り
、
金
箔
貼
り
の
地
に
、
画

面
中
央
に
一
つ
、
五
弁
の
花
を
据
え
、
そ
の
周
囲
と
画
面
の
四
隅
に
、
赤
、
白
、
紫
の
花
、
葉
、

茎
を
描
く
。
〈
黒
書
院
〉
東
廊
下
の
天
井
画
（
図
16
）
一
一
四
面
は
、
牡
丹
の
花
を
画
面
に

一
つ
配
し
、
そ
の
周
囲
に
茎
と
葉
を
描
く
。
地
色
は
赤
系
の
色
料
、
図
は
金
箔
で
表
し
、
そ

の
制
作
技
法
は
〈
式
台
〉
の
天
井
画
に
共
通
し
て
い
る
。
付
属
の
間
を
除
く
〈
白
書
院
〉
の

天
井
画
（
図
17
）
一
二
八
面
の
意
匠
は
、
他
の
棟
の
天
井
画
が
、
一
な
い
し
二
種
類
の
文
様
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を
繰
り
返
す
の
に
対
し
、
共
通
し
て
画
面
全
体
に
金
銀
の
砂
子
を
蒔
き
、
一
つ
一
つ
の
画
面

で
、
金
と
銀
の
面
積
や
そ
の
濃
淡
、
切
箔
を
散
ら
す
位
置
や
面
積
に
変
化
が
つ
け
ら
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
意
匠
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
天
井
画
の
意
匠
は
、
正
倉
院
宝
物
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
明
治

宮
殿
の
天
井
画
と
の
共
通
性
が
、
先
学
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
7
）
。
制
作
技
法
に
注

目
す
る
と
〈
遠
侍
〉
と
〈
蘇
鉄
の
間
〉
は
、
顔
料
の
み
で
文
様
を
描
き
、
〈
式
台
〉
と
〈
黒

書
院
〉
東
廊
下
は
箔
と
地
色
一
色
、
〈
大
広
間
〉
は
金
泥
引
き
と
顔
料
の
地
、
〈
黒
書
院
〉
は

金
箔
貼
り
の
地
に
、
い
ず
れ
も
複
数
色
の
顔
料
で
文
様
が
描
か
れ
、
〈
白
書
院
〉
は
、
砂
子

蒔
き
の
地
に
切
箔
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
昇
殿
者
の
控
え
の
場
〈
遠
侍
〉
と
通

路
と
し
て
使
わ
れ
る
〈
蘇
鉄
の
間
〉
は
、
最
も
質
素
な
顔
料
の
み
の
描
画
で
あ
り
、
〈
式
台
〉

と
〈
黒
書
院
〉
東
廊
下
で
は
顔
料
に
箔
が
加
わ
る
。
将
軍
と
の
対
面
所
で
あ
っ
た
〈
大
広
間
〉

と
〈
黒
書
院
〉
で
は
、
箔
と
泥
の
使
用
に
加
え
て
、
顔
料
が
複
数
色
と
な
り
、
館
主
の
御
座

所
で
あ
る
〈
白
書
院
〉
は
、
砂
子
や
切
箔
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
る
、
最
も
高
価
な
仕
様
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
先
に
述
べ
た
長
押
上
貼
付
や
戸
襖
同
様
、
天
井
画
に

お
い
て
も
、
描
画
技
法
の
選
択
に
よ
っ
て
、
棟
や
場
所
の
性
格
を
踏
ま
え
た
差
異
が
つ
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

二 

制
作
の
経
緯
と
制
作
者
に
つ
い
て

　

既
知
の
通
り
、
二
条
城
は
、
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
徳
川
家
康
（
一
五
四
三
～

一
六
一
六
）
が
創
建
し
、
そ
の
孫
、
徳
川
家
光
（
一
六
〇
四
～
五
一
）
の
時
代
に
、
現

在
の
規
模
と
な
っ
た
。
以
後
、
幕
府
に
よ
っ
て
二
条
在
番
が
置
か
れ
管
理
が
行
わ
れ
た

が
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
十
月
に
徳
川
幕
府
が
大
政
奉
還
を
行
い
、
同
十
二
月
に
王

政
復
古
の
大
号
令
に
よ
っ
て
明
治
政
府
が
発
足
し
た
後
、
翌
慶
応
四
年
正
月
、
二
条
城

は
、
明
治
政
府
の
も
の
と
な
っ
た
（
8
）
。
そ
の
後
、
太
政
官
代
や
京
都
府
庁
と
し
て
使
用

さ
れ
た
時
代
を
経
て
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
に
、
「
二
条
離
宮
」
と
し
て
宮
内
省

の
所
管
と
な
る
。
将
軍
の
「
城
」
を
、
天
皇
の
「
離
宮
」
と
し
て
使
用
す
る
た
め
に
、
二

の
丸
御
殿
を
含
め
た
二
条
城
全
域
に
対
し
て
、
大
規
模
な
修
繕
と
整
備
が
行
わ
れ
た
。
二

の
丸
御
殿
の
廊
下
廻
り
障
壁
画
の
制
作
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
（
9
）
。 

　

こ
れ
ら
二
の
丸
御
殿
の
明
治
期
障
壁
画
は
、
当
時
、
帝
国
京
都
博
物
館
（
現
京
都
国
立
博

物
館
）
の
館
長
で
あ
っ
た
山
高
信
離
（
一
八
四
二
～
一
九
〇
七
）
が
、
制
作
監
督
を
行
っ
た
。

山
高
は
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
完
成
し
た
明
治
宮
殿
の
室
内
装
飾
制
作
を
監
督

し
た
経
験
が
あ
り
、
平
家
納
経
と
正
倉
院
宝
物
を
参
照
し
た
明
治
宮
殿
障
壁
画
の
意
匠
と
技

法
が
、
「
二
条
離
宮
」
に
お
い
て
も
受
け
継
が
れ
た
（
10
）
。
こ
れ
ら
の
工
事
を
行
っ
た
宮
内

庁
内
匠
寮
か
ら
山
高
に
対
し
、
図
案
の
作
成
が
依
頼
さ
れ
た
が
（
11
）
、
実
際
の
障
壁
画
制

作
は
、
い
ず
れ
も
、
当
時
活
躍
し
て
い
た
画
家
た
ち
が
請
け
負
っ
て
い
た
（
12
）
。

　

以
下
、
現
在
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
明
治
期
障
壁
画
の
制
作
者
（
表
2
）
六
名
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
経
歴
と
、
山
高
信
離
が
事
務
局
の
中
心
と
な
っ
た
第
一
回
・
第
二
回
内
国
絵
画

共
進
会
（
以
下
、
「
共
進
会
」
）
（
13
）

と
の
関
わ
り
、
そ
し
て
京
都
府
画
学
校
（
現
京
都
市

立
芸
術
大
学
、
以
下
、
「
画
学
校
」
）
と
の
関
係
を
確
認
す
る
。

　

ま
ず
、
〈
遠
侍
〉
の
長
押
上
貼
付
を
担
当
し
た
竹
内
雅
隆
は
、
生
没
年
含
め
詳
し
い
経
歴

は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
百
年
史　

京
都
市
立
芸
術
大
学
』
（
京
都
市
立
芸
術
大
学
、

一
九
八
一
）
掲
載
の
「
美
術
工
芸
学
校
監
事
書
記
及
職
員
」
に
は
、
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）

八
月
の
日
付
と
共
に
氏
名
が
記
さ
れ
、
同
じ
く
「
京
都
美
術
学
校
移
転
に
付
寄
付
金
調
書
」

（
明
治
二
十
六
年
六
月
二
十
九
日
付
）
に
は
、
「
金
壱
円
」
の
寄
付
者
と
し
て
氏
名
が
記
さ
れ

る
（
14
）
。
同
調
書
に
は
、
後
に
述
べ
る
「
岸
九
岳
」
や
「
原
在
泉
」
の
名
も
あ
り
、
竹
内
が
、

画
学
校
の
関
係
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
加
え
て
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）

十
二
月
に
は
、
京
都
帝
室
博
物
館
（
現
京
都
国
立
博
物
館
）
の
「
写
図
生
」
と
し
て
正
式
採

用
さ
れ
、
同
四
十
三
年
に
制
作
し
た
「
一
遍
聖
絵
」
の
模
写
が
同
館
に
現
存
し
て
い
る
（
15
）
。

　

次
に
、
〈
蘇
鉄
の
間
〉
の
天
井
画
を
担
当
し
た
岸
九
岳
（
一
八
四
五
～
一
九
二
一
）
は
、

岸
駒
（
一
七
五
六
～
一
八
三
九
）
を
祖
と
す
る
岸
派
の
三
代
目
、
岸
連
山
（
一
八
〇
四
～

五
九
）
の
息
子
で
あ
る
。
第
二
回
共
進
会
に
出
品
し
（
16
）
、
画
学
校
に
は
明
治
十
三
年

（
一
八
八
〇
）
か
ら
同
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
ま
で
勤
め
た
。

　

〈
黒
書
院
〉
南
、
西
、
北
廊
下
の
長
押
上
貼
付
担
当
の
望
月
玉
泉
（
一
八
三
四
～

一
九
一
三
）
は
、
望
月
玉
蟾
（
一
六
九
二
～
一
七
五
五
）
に
始
ま
る
望
月
派
の
四
代
目
。
明

治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
九
月
、
幸
野
楳
嶺
（
一
八
四
四
～
九
五
）
、
久
保
田
米
遷
（
一
八
五
二

～
一
九
〇
六
）
、
巨
勢
小
石
（
一
八
四
三
～
一
九
一
九
）
と
連
名
で
画
学
校
設
立
の
建
議
を

府
知
事
に
提
出
し
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
の
開
校
時
か
ら
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
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ま
で
教
鞭
を
取
っ
た
。
第
一
回
共
進
会
で
は
学
校
設
立
の
功
績
を
称
え
ら
れ
、
絵
事
功
労
褒

状
を
受
賞
し
て
い
る
。
同
じ
く
〈
黒
書
院
〉
南
、
西
、
北
廊
下
の
天
井
画
を
担
当
し
た
久
保

田
桃
水
（
一
八
四
一
～
一
九
一
一
）
は
、
四
条
派
の
横
山
清
暉
（
一
七
九
二
～
一
八
六
四
）

と
西
山
芳
園
（
一
八
〇
四
～
六
七
）
に
学
ん
だ
大
阪
の
画
家
で
、
第
一
回
・
第
二
回
の
共
進

会
に
出
品
し
、
第
一
回
で
褒
状
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

〈
黒
書
院
〉
東
廊
下
の
長
押
上
貼
付
と
天
井
画
を
制
作
し
た
巨
勢
小
石
は
、
仏
画
を
家
業

と
す
る
家
に
生
ま
れ
、
岸
連
山
や
中
西
耕
石
（
一
八
〇
七
～
八
四
）
に
学
ぶ
。
画
学
校
設
立

の
建
議
を
行
い
、
開
校
時
か
ら
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
ま
で
教
鞭
を
取
っ
た
。
第
一

回
・
第
二
回
共
進
会
に
出
品
し
、
第
一
回
で
絵
事
功
労
褒
状
を
受
賞
、
第
二
回
で
は
銅
章
を

受
章
し
た
。

　

〈
白
書
院
〉
の
長
押
上
貼
付
と
天
井
画
を
担
当
し
た
原
在
泉
（
一
八
四
九
～
一
九
一
六
）
は
、

は
、
原
在
中
（
一
七
五
〇
～
一
八
三
七
）
に
始
ま
る
原
派
の
四
代
目
で
あ
る
。
画
学
校
の
開

校
時
か
ら
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
ま
で
教
鞭
を
取
り
、
共
進
会
で
は
、
第
一
回
は
銅
印

を
受
賞
。
審
査
官
も
務
め
た
。
第
二
回
も
出
品
し
銅
章
を
受
賞
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
明
治
期
障
壁
画
の
制
作
者
た
ち
は
、
そ
の
多
く
が
江
戸
期
か
ら
続
く
京
都

の
各
画
派
の
後
継
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
第
一
回
・
第
二
回
の
共
進
会
に
出
品
し
て
高
い
評

価
を
得
、
画
学
校
の
関
係
者
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
明
治
宮
殿
の
障
壁
画
制
作
者
は
、
山

高
が
関
与
し
た
第
一
回
・
第
二
回
の
共
進
会
で
の
受
賞
者
や
審
査
員
か
ら
選
ば
れ
た
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
お
り
（
17
）
、
「
二
条
離
宮
」
の
新
た
な
廊
下
障
壁
画
制
作
者
の
選
定
に
も
、
共

進
会
で
の
評
価
が
影
響
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
宮
殿
と
異
な
る
の
は
、
障
壁

画
の
制
作
が
、
共
進
会
か
ら
十
数
年
が
経
過
し
た
時
点
で
あ
り
、
画
家
の
多
く
が
画
学
校
で

教
鞭
を
と
っ
て
い
た
点
で
あ
る
。
画
学
校
を
介
し
た
人
脈
が
、
制
作
者
の
選
定
に
何
等
か
の

影
響
を
与
え
た
可
能
性
も
あ
る
と
思
わ
れ
、
よ
り
詳
し
い
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

　

お
わ
り
に

　

今
後
は
、
東
京
都
立
図
書
館
の
木
子
文
庫
、
東
京
国
立
博
物
館
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
元
離

宮
二
条
城
事
務
所
が
所
蔵
す
る
下
絵
等
、
実
際
の
制
作
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
史
料
等
を
調
査

し
、
障
壁
画
制
作
者
の
選
定
の
経
緯
や
、
意
匠
の
決
定
等
、
制
作
の
実
態
に
つ
い
て
、
出
来

る
限
り
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
る
。

 
 

【
注
】

（
1
）　

寛
永
期
に
描
か
れ
た
二
の
丸
御
殿
の
廊
下
廻
り
の
障
壁
画
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
画 

　
　
　

題
に
つ
い
て
は
、「
御
城
内
御
本
丸
二
之
御
丸
御
殿
向
絵
図
」
（
重
要
文
化
財
、
中
井
家
所
蔵
、 

　
　
　

大
阪
市
立
住
ま
い
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
寄
託
）
等
建
築
関
係
の
史
料
に
記
述
が
残
さ
て
い
る
。 

　
　
　

こ
れ
ら
が
、
ど
の
時
点
で
ど
の
程
度
失
わ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
山
崎
鯛
介
は
、
「
明
治
時 

　
　
　

代
の
二
條
離
宮
に
お
け
る
入
側
天
井
・
小
壁
の
改
修
経
緯
と
意
匠
変
更
の
意
図
」
（
『
日
本 

　
　
　

建
築
学
会
学
術
講
演
梗
概
集
（
九
州
）
』
日
本
建
築
学
会
、
二
〇
〇
七
）
に
お
い
て
、
天
井 

　
　
　

画
は
、
遅
く
と
も
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
時
点
で
白
張
付
け
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
が 

　
　
　

あ
る
こ
と
、
明
治
十
八
年
（
一
九
四
三
）
の
時
点
で
は
、
天
井
画
と
長
押
上
貼
付
が
上
貼
り 

　
　
　

を
剥
い
だ
状
態
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
2
）　

部
屋
内
障
壁
画
の
中
に
は
、
他
の
場
所
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
障
壁
画
が
、
御
殿
に
再
利 

　
　
　

用
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
〈
大
広
間
〉
と
〈
黒
書
院
〉
帳
台
の
間
の
障
壁
画
は
、 

　
　
　

も
と
も
と
宝
永
度
造
営
の
女
御
御
殿
の
障
壁
画
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る 

　
　
　

（
西
和
夫
・
小
沢
朝
江
「
二
条
城
二
の
丸
御
殿
の
研
究
（
上
）
（
下
）
」
『
國
華
』 

　
　
　

一
一
六
八
、
一
一
七
一
、
國
華
社
、
一
九
九
三
）
。

（
3
） 

御
殿
の
廊
下
障
壁
画
は
、
最
初
、
当
時
の
二
条
城
事
務
所
職
員
・
高
橋
脩
二
氏
の
調
査
に
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　

り
、
そ
の
意
匠
が
正
倉
院
宝
物
と
共
通
す
る
こ
と
明
ら
か
に
さ
れ
た
（
平
成
六
年
六
月
二 

　
　
　

日
付
京
都
新
聞
記
事
「
正
倉
院
宝
物
文
様
か
ら
〝
コ
ピ
ー
〟
」
）
。
以
降
、
下
記
の
論
文
等 

　
　
　

が
上
梓
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

山
崎
鯛
介
「
明
治
時
代
の
二
條
離
宮
に
お
け
る
入
側
天
井
・
小
壁
の
改
修
経
緯
と
意
匠
変 

　
　
　

更
の
意
図
」
（
『
日
本
建
築
学
会
学
術
講
演
梗
概
集
（
九
州
）
』
日
本
建
築
学
会
、
二
〇
〇
七
）
。 

　
　
　

恵
美
千
鶴
子
「
明
治
宮
殿
御
殿
襖
絵
の
考
案
―
―
正
倉
院
鴨
毛
屏
風
模
造
・
平
家
納
経
摸 

　
　
　

本
の
引
用
と
山
高
信
離
」
（
『M

U
S
E
U
M

　

京
都
国
立
博
物
館
研
究
誌
』
六
一
七
、
東
京
国
立 

　
　
　

博
物
館
編
・
発
行
、
二
〇
〇
八
）
。

　
　
　

中
谷
至
宏
「
象
徴
の
場
、
維
新
後
の
二
条
城
」
（
『
江
戸
東
京
博
物
館
開
館
二
〇
周
年
記
念 

　
　
　

二
条
城
展
』
図
録
、
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
、
元
離
宮
二
条
城
事
務
所
ほ
か
編
、 

　
　
　

二
〇
一
二
）
。
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恵
美
千
鶴
子
「
二
條
離
宮
と
明
治
宮
殿
襖
画
の
そ
の
後
の
影
響
／
第
三
章　

明
治
の
皇
室 

　
　
　

に
選
ば
れ
た
表
象
」
（
『
天
皇
の
美
術
史
６　

近
代
皇
室
イ
メ
ー
ジ
の
創
出　

明
治
・
大
正 

　
　
　

時
代
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
）
。

（
4
）　

山
崎
前
掲
注
（
3
）
書
二
〇
〇
七
、
四
三
八
頁
。
明
治
宮
殿
は
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
） 

 
 
 
 
 

に
焼
失
し
た
江
戸
城
西
の
丸
の
跡
地
に
建
設
さ
れ
た
皇
居
。
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
） 

 
 
 
 
 
 
 

に
竣
工
し
、
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
に
空
襲
で
焼
失
し
た
。

（
5
）　

恵
美
前
掲
注
（
3
）
書
二
〇
一
七
、
一
九
一
頁
。

（
6
）　

〈
黒
書
院
〉
東
廊
下
は
、
御
殿
内
で
唯
一
、
部
屋
と
廊
下
境
の
襖
の
廊
下
側
に
も
絵
の
貼
付
け 

　
　

 
 

が
面
す
る
場
所
で
あ
る
。
寛
永
行
幸
に
お
い
て
も
、
公
家
た
ち
の
宴
場
と
し
て
使
用
さ
れ
、 

　
　

 
 
 

室
内
に
準
じ
た
扱
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

（
7
）  

 

高
橋
前
掲
注
（
3
）
書
一
九
九
四
、
山
崎
前
掲
注
（
3
）
書
二
〇
〇
七
、
四
三
八
頁
。

（
8
）  

「
二
條
城
退
去
ノ
顚
末
」
『
史
談
会
速
記
録
』
一
七
二
、
史
談
会
、
一
九
〇
七
、
四
七
九
～ 

　
　
　

四
八
〇
頁
。

（
9
）　

中
谷
前
掲
注
（
3
）
書
二
〇
一
二
、
一
七
三
～
一
七
四
頁
。

（
10
）　

山
崎
前
掲
注
（
3
）
書
二
〇
〇
七
、
四
三
七
頁
。

（
11
）　

山
崎
前
掲
注
（
3
）
書
二
〇
〇
七
、
四
三
七
頁
。

（
12
）　

障
壁
画
の
筆
者
と
担
当
箇
所
は
、
前
掲
注
（
3
）
の
恵
美
二
〇
〇
八
、
同
二
〇
一
七
及
び
宮
内 

　
　
　

庁
京
都
事
務
所
旧
蔵
の
資
料
を
参
照
し
た
。
な
お
、
現
在
ま
で
に
、〈
遠
侍
〉
の
天
井
画
、〈
大 

　
　
　

広
間
〉
と
〈
式
台
〉
の
天
井
画
及
び
長
押
上
貼
付
の
筆
者
に
つ
い
て
は
、
判
明
し
て
い
な
い
。

（
13
）　

「
内
国
絵
画
共
進
会
」
は
、
日
本
画
の
振
興
を
図
る
目
的
で
開
催
さ
れ
た
、
農
商
務
省
主
催 

　
　
　

の
展
覧
会
。
第
一
回
が
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
、
第
二
回
が
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
に
、 

　
　
　

い
ず
れ
も
上
野
公
園
の
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。
事
務
局
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
、
山
高
信
離 

　
　
　

で
あ
っ
た
。
第
一
回
展
は
、
全
国
か
ら
二
〇
〇
〇
人
あ
ま
り
が
出
品
し
、
第
二
回
展
は 

　
　
　

一
五
〇
〇
人
あ
ま
り
が
出
品
し
た
。
（
森
光
彦
「
内
国
絵
画
共
進
会
」
植
田
彩
芳
子
、
中
野 

　
　
　

慎
之
、
藤
本
真
名
美
、
森
光
彦
著
『
近
代
京
都
日
本
画
史
』
求
龍
堂
、
二
〇
二
〇
、
四
八
頁
）
。

（
14
）　

以
下
、
各
画
家
の
画
学
校
へ
の
勤
務
に
つ
い
て
は
「
資
料
編　

五
三
三　

教
員
在
職
一
覧
表
」 

 
 
 
 
 
 
 

『
百
年
史　

京
都
市
立
芸
術
大
学
』
（
京
都
市
立
芸
術
大
学
、
一
九
八
一
、
五
〇
四
～
五
二
三 

 
 
 
 
 
 
 

頁
）
を
参
照
し
た
。

（
15
）　

井
並
林
太
郎
「
作
品
解
説
六
〇　

一
遍
聖
絵
（
摸
本
）
竹
内
雅
隆
筆　

十
二
巻
」
（
京
都
国 

　
　
　

立
博
物
館
編
・
発
行
『
特
別
展 

時
宗
二
祖
上
人
七
百
年
御
遠
忌
記
念 

国
宝
一
遍
聖
絵
と
時 

　
　
　

宗
の
名
宝
』
図
録
、
二
〇
一
九
、
二
三
六
頁
）
に
よ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
写
図
生
」
は
、
明 

　
　
　

治
三
十
年
代
に
帝
室
博
物
館
で
特
別
陳
列
の
作
品
縮
図
制
作
の
任
務
に
あ
た
っ
た
と
い
う
。 

　
　
　

な
お
、
上
記
は
成
安
造
形
大
学
学
長
・
小
嵜
善
通
氏
に
ご
教
示
を
賜
っ
た
。

（
16
）　

以
下
、
共
進
会
へ
の
出
品
に
つ
い
て
は
、
第
一
回
は
「
絵
画
共
進
会
出
品
画
家
人
名
一
覧
」 

　
　
　

（
大
槻
勤
寿
編
・
出
版
、
明
治
十
六
年
四
月
、
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
蔵
）
を
、
第
二
回
は
『
内 

　
　
　

国
絵
画
共
進
会
出
品
人
略
譜　

第
二
回
』
（
農
商
務
省
博
覧
会
掛
編
、
国
文
社
、
一
八
八
四
） 

　
　
　

に
加
え
、
森
前
掲
注
（
13
）
書
二
〇
二
〇
を
参
照
し
た
。

（
17
）　

関
千
代
「
内
国
絵
画
共
進
会
」
（
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
編
・
発
行
『
明
治
美
術
基
礎
資 

　
　
　

料
集
』
、
一
九
七
五
、
二
九
頁
）
。
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表 1　二の丸御殿の明治期障壁画
棟 場所 形状 面数

遠侍

南廊下

長押上貼付 16

戸襖 12

天井画 80

西廊下

長押上貼付 15

戸襖 16

天井画 96

北廊下

長押上貼付 15

壁 1

戸襖 2

天井画 47

式台

南廊下
長押上貼付 6

天井画 60

西廊下
長押上貼付 4

天井画 40

北廊下 戸襖 10

大広間

南廊下
長押上貼付 9

天井画 51

西廊下
長押上貼付 9

天井画 63

北廊下
長押上貼付 9

天井画 60

東廊下

長押上貼付 12

戸襖 14

天井画 63

蘇鉄の間

長押上貼付 21

壁貼付 14

戸襖 10

天井画 108

黒書院

南廊下
長押上貼付 9

天井画 64

西廊下

長押上貼付 8

壁 5

天井画 57

北廊下
長押上貼付 10

天井画 53

東廊下
長押上貼付 18

天井画 114

白書院

南廊下
長押上貼付 9

天井画 48

西廊下
長押上貼付 7

天井画 24

北廊下
長押上貼付 14

天井画 32

東廊下
長押上貼付 8

天井画 24

付属の間

長押上貼付 12

壁 8

戸襖 4

天井画 36

合計 1427
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表 2　明治期障壁画の筆者と制作年
棟 形状 筆者名 制作年（西暦）

遠侍

長押上貼付 竹内雅隆 明治 35 年（1902）

天井画 不明 明治 35 年（1902）

戸襖 不明 明治 35 年（1902）

式台

長押上貼付 不明 明治 33・34 年（1900・1901）

天井画 不明 明治 33・34 年（1900・1901）

戸襖 不明 明治 33・34 年（1900・1901）

大広間　

長押上貼付 不明 明治 33・34 年（1900・1901）

天井画 不明 明治 33・34 年（1900・1901）

戸襖 不明 明治 33・34 年（1900・1901）

蘇鉄の間 天井画 岸九岳　 明治 32 年（1899）

黒書院（南、西、北廊下）
長押上貼付 望月玉泉　 明治 32 年（1899）

天井画 久保田桃水 明治 32 年（1899）

黒書院（東廊下）
長押上貼付 巨勢小石 明治 32 年（1899）

天井画 巨勢小石 明治 32 年（1899）

白書院
長押上貼付 原在泉 明治 31 年（1898）

天井画 原在泉 明治 31 年（1898）
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【図版】

図 1　〈遠侍〉  南廊下 長押上貼付 北面 西より 1～ 4（※カラー図版は口絵 3）

図 2　〈遠侍〉  南廊下 戸襖 南面 東より 1～ 4

図 3〈式台〉  南廊下 長押上貼付 北面 西より 1～ 4（※カラー図版は口絵 4）

図 4　〈式台〉  北廊下 戸襖 北面 西より 1～ 4
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図 7〈黒書院〉  南廊下 長押上貼付 北面 西より 1～ 4（※カラー図版は口絵 6）

図 8〈黒書院〉  東廊下 長押上貼付 東面 北より 1～ 4（※カラー図版は口絵 7）

図 9〈白書院〉  南廊下 長押上貼付 北面 西より 1～ 4（※カラー図版は口絵 8）

図 6〈大広間〉  東廊下 戸襖 東面 北より 1・2および 4・5

図 5〈大広間〉  南廊下 長押上貼付 北面 西より 1～ 4（※カラー図版は口絵 5）
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図 10　〈遠侍〉  廊下 天井画 図 11 〈式台〉  廊下 天井画（※カラー図版は口絵 9）

図 12  〈大広間〉 廊下 天井画 01

（※カラー図版は口絵 10）

図 13 〈大広間〉  廊下 天井画 02

（※カラー図版は口絵 11）

図 15  〈黒書院〉  廊下 天井画（※カラー図版は口絵 12）

図 17  〈白書院〉　廊下 天井画

図 14  〈蘇鉄の間〉  廊下 天井画

図 16 〈黒書院〉  廊下 天井画（東廊下）
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